































































































































































































作画 : さかいひろこ、監修 : 小山修三。マンガの
中には、21 世紀から縄文時代にタイムスリップ
した栗山文造という考古学者が登場する。
Fig. 2. 3. 2  縄文マンガにおけるクリ林（佐々木・さかい
1996b）














































































通している。2 万年か、2 万 5 千年前か、ヨーロッパにいたやつがドドドドっ
とマンモスと一緒にこの北のステップあたりを伝わってきて、それがどうも縄
文時代にも入ってきている感じがします。滋賀県の相谷熊原遺跡とか三重県の
粥見井尻遺跡などの、小さくて顔・頭がなくて、なんとなく貧弱だけどおっぱ
いがあるというものと共通している。その隣りは、中からぐーっと出てくる恐
ろしいマトリョーシカです。それから、真ん中の汚い土偶は三内丸山のグルー
プの人たちが作ったものです。その右の日本で今一番綺麗な、大型で目立つ土
偶というのは、山形県の縄文のヴィーナスで、国宝です。やはりおっぱいは小
さいけれど、お尻が大きくて、立像です。その前にある小さいものは、アムレッ
トみたいなお守りとして持っていたのでしょう。その右は模造品でもなくて、
ボランティアたちが趣味で作ったものです。「先生これあげる」と言ってくれ
たものです。
　ではなぜ現代の土偶はマリリン・モンローなのか。これは「七年目の浮気」
という映画のシーンをもとにしたもので、友達がクリスマスのツリーの飾りだ
と言って持ってきたものです。アメリカから送ってくれた。このマリリン・モ
ンローと土偶はどう違うか。これは私の屁理屈ですが、これまでの土偶は全部、
多産の願い、子孫を作る、豊穣の女神、そういう解釈がある。おっぱいがみた
いからといってこういうものを飾って見る人は少ないと思うので、多産の願い
があった。ところが現代はもう人口が増えすぎて、子どもをたくさん産む必要
はない。その前の段階で楽しんで終わり。個人個人の考えは別ですが、無理矢
理言えばそういうところも現代はある。だから、マリリン・モンローはセッ
クス・アピールの段階で止まっている。土偶というものだけ考えても、いろん
な解釈ができるもんだなあと思います。みなさんはどういう土偶をつくります
か？
滋賀県の相谷熊原遺跡とか三重県の粥見井尻遺跡　
縄文草創期の土偶を出土した遺跡。
